
(57)【要約】

【課題】本発明は、簡単な回路構成で各チャンネルの最

大出力が異なる場合に対応することができ、従来どおり

の音響効果を発揮することが可能なオーディオ再生装置

を提供することを目的とするものである。

【解決手段】電源トランス２０から整流回路２１を通し

て電源電圧Ｖccが各音声増幅器１４ａ～１４ｆに供給さ

れる。そして、各出力チャンネルの最大出力に対応して

各スピーカ１５ａ～１５ｆのインピーダンスが設定され

る。したがって、ウーハー用スピーカを他のスピーカよ

りも最大出力を大きくする場合には、ウーハー用スピー

カのインピーダンスを小さくして最大出力を大きく設定

するようにする。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の 出 力 チ ャ ン ネ ル 毎 に 音 声 増 幅 器 及 び ス ピ ー カ を 備 え る と と も に 少 な く と も １ つ の
出 力 チ ャ ン ネ ル の 最 大 出 力 が 異 な る よ う に 設 定 さ れ て い る オ ー デ ィ オ 再 生 装 置 に お い て 、
前 記 各 音 声 増 幅 器 に 同 一 の 電 源 電 圧 を 供 給 す る 単 一 の 電 源 回 路 を 備 え 、 各 出 力 チ ャ ン ネ ル
の 最 大 出 力 に 対 応 し て ス ピ ー カ の イ ン ピ ー ダ ン ス が 設 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る オ ー
デ ィ オ 再 生 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 複 数 の 出 力 チ ャ ン ネ ル 毎 に 音 声 増 幅 器 及 び ス ピ ー カ を 備 え る と と も に 少 な く と も １ つ の
出 力 チ ャ ン ネ ル の 最 大 出 力 が 異 な る よ う に 設 定 さ れ て い る オ ー デ ィ オ 再 生 装 置 に お い て 、
前 記 各 音 声 増 幅 器 に 同 一 の 電 源 電 圧 を 供 給 す る 単 一 の 電 源 回 路 を 備 え 、 出 力 チ ャ ン ネ ル の
最 大 出 力 に 対 応 し て 複 数 の 音 声 増 幅 器 を １ つ の ス ピ ー カ に 接 続 し て い る こ と を 特 徴 と す る
オ ー デ ィ オ 再 生 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 音 声 増 幅 器 は 、 す べ て 共 通 の 放 熱 板 に 取 り 付 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ 又 は ２ に 記 載 の オ ー デ ィ オ 再 生 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ５ ． １ Ｃ Ｈ 等 の 複 数 の 出 力 チ ャ ン ネ ル を 有 す る オ ー デ ィ オ 再 生 装 置 に 関 す る
。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 デ ジ タ ル オ ー デ ィ オ 技 術 や ス ピ ー カ 等 の 音 響 技 術 の 進 展 に 伴 い 、 マ ル チ チ ャ ン ネ ル
に よ る オ ー デ ィ オ 再 生 装 置 が 開 発 さ れ て き て お り 、 原 音 に 忠 実 で 臨 場 感 に 優 れ た 音 響 効 果
を 有 す る こ と か ら 、 広 く 普 及 し て き て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ う し た オ ー デ ィ オ 再 生 装 置 で は 、 デ ジ タ ル 信 号 処 理 回 路 か ら 各 チ ャ ン ネ ル 毎 に 音 声 信
号 が 出 力 さ れ て 、 各 チ ャ ン ネ ル に 対 応 し た Ｄ ／ Ａ 変 換 器 及 び 音 声 増 幅 器 に 伝 送 さ れ て そ れ
ぞ れ の ス ピ ー カ か ら 音 声 が 再 生 出 力 さ れ る 。 マ ル チ チ ャ ン ネ ル 化 に 伴 い 、 そ れ ぞ れ の 出 力
チ ャ ン ネ ル の 役 割 が 多 様 化 し て き て い る 。 例 え ば 、 ５ ． １ Ｃ Ｈ の マ ル チ チ ャ ン ネ ル ・ オ ー
デ ィ オ 再 生 装 置 の 場 合 、 中 央 及 び 左 右 の フ ロ ン ト ス ピ ー カ 、 左 右 の リ ア ス ピ ー カ 並 び に 低
音 用 の ウ ー ハ ー が 設 け ら れ て お り 、 そ れ ぞ れ の 出 力 チ ャ ン ネ ル の 役 割 に 対 応 し て 音 声 信 号
の 処 理 や ス ピ ー カ の 特 性 の 設 定 等 が 行 わ れ て き て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 例 え ば 、 特 許 文 献 １ で は 、 ２ つ の ス ピ ー カ に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ た 音 声 増 幅 器 に 供 給 さ れ
る 電 源 電 圧 を 可 変 と す る こ と で 、 各 音 声 増 幅 器 の 駆 動 電 力 を 可 変 と し 、 ２ つ の ス ピ ー カ の
パ ワ ー 配 分 を 容 易 に 変 更 で き る よ う に し た 点 が 記 載 さ れ て い る 。 ま た 、 特 許 文 献 ２ で は 、
ス ピ ー カ の 入 力 イ ン ピ ー ダ ン ス を 演 算 し 、 こ の 演 算 結 果 に 基 づ い て ス ピ ー カ に 接 続 さ れ た
増 幅 回 路 に 供 給 さ れ る 電 源 ト ラ ン ス の タ ッ プ を 切 り 替 え て 、 ス ピ ー カ の イ ン ピ ー ダ ン ス に
応 じ た 最 大 音 量 を 自 動 的 に 得 る こ と が で き る 点 が 記 載 さ れ て い る 。 ま た 、 特 許 文 献 ３ で は
、 リ レ ー 回 路 の 接 点 を 切 り 換 え て 、 ２ チ ャ ン ネ ル 系 の ス ピ ー カ と 、 マ ル チ チ ャ ン ネ ル の う
ち の ２ チ ャ ン ネ ル 系 と は 別 の い ず れ か の チ ャ ン ネ ル の パ ワ ー ア ン プ と を 接 続 す る よ う に 、
パ ワ ー ア ン プ と ス ピ ー カ と の 間 に リ レ ー 回 路 を 設 け 、 ２ チ ャ ン ネ ル ・ オ ー デ ィ オ 信 号 を 再
生 す る 際 に も 、 音 量 が 大 き く 再 生 出 力 さ れ る 点 が 記 載 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ７ ７ ３ ６ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ５ ２ ０ ９ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ７ ６ ０ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 来 の オ ー デ ィ オ 再 生 装 置 で は 、 各 チ ャ ン ネ ル の 最 大 出 力 が 異 な る 場 合 、 例 え ば 、 ５ ．
１ Ｃ Ｈ で は 、 低 音 用 の ウ ー ハ ー の 出 力 を 他 の ス ピ ー カ の 出 力 に 比 べ ２ 倍 以 上 に 大 き く し て
音 量 を 大 き く し て い る が 、 こ の 場 合 に は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 そ れ ぞ れ の 出 力 に 対 応 し て
電 源 電 圧 を 供 給 し て い る 。 電 源 ト ラ ン ス １ ０ ０ か ら は 、 整 流 さ れ て ２ つ の 電 源 電 圧 Ｖ １ 及
び Ｖ ２ が 供 給 さ れ て お り 、 電 源 電 圧 Ｖ １ は 、 ウ ー ハ ー ２ ０ １ に 接 続 さ れ た 増 幅 器 ２ ０ ０ に
供 給 さ れ 、 電 源 電 圧 Ｖ ２ は 、 ウ ー ハ ー ２ ０ １ 以 外 の ス ピ ー カ ３ ０ ５ ～ ３ ０ ９ に そ れ ぞ れ 接
続 さ れ た 増 幅 器 ３ ０ ０ ～ ３ ０ ４ に 供 給 さ れ て い る 。 電 源 電 圧 Ｖ １ 及 び Ｖ ２ は 、 異 な る 電 圧
値 に 設 定 さ れ る た め ２ つ の 電 源 回 路 が 必 要 と な る 。 さ ら に 、 そ れ ぞ れ 絶 縁 し た 状 態 に 回 路
配 置 等 を 設 計 す る 必 要 が あ り 、 回 路 基 板 を 別 々 に 設 け た り 、 絶 縁 シ ー ト で 絶 縁 状 態 に す る
と い っ た コ ス ト 負 担 増 の 要 因 と な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 述 し た 先 行 文 献 で は 、 出 力 チ ャ ン ネ ル の 音 声 増 幅 器 に 供 給 さ れ る 電 源 電 圧 を 変 更 し て
、 パ ワ ー 配 分 を 変 化 さ せ た り 、 ス ピ ー カ の イ ン ピ ー ダ ン ス に 対 応 さ せ た り し て い る が 、 い
ず れ も 複 雑 な 回 路 構 成 と な っ て お り 、 や は り コ ス ト 負 担 増 が 避 け ら れ な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 簡 単 な 回 路 構 成 で 各 チ ャ ン ネ ル の 最 大 出 力 が 異 な る 場 合 に 対 応 す る
こ と が で き 、 従 来 ど お り の 音 響 効 果 を 発 揮 す る こ と が 可 能 な オ ー デ ィ オ 再 生 装 置 を 提 供 す
る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に 係 る オ ー デ ィ オ 再 生 装 置 は 、 複 数 の 出 力 チ ャ ン ネ ル 毎 に 音 声 増 幅 器 及 び ス ピ ー
カ を 備 え る と と も に 少 な く と も １ つ の 出 力 チ ャ ン ネ ル の 最 大 出 力 が 異 な る よ う に 設 定 さ れ
て い る オ ー デ ィ オ 再 生 装 置 に お い て 、 前 記 各 音 声 増 幅 器 に 同 一 の 電 源 電 圧 を 供 給 す る 単 一
の 電 源 回 路 を 備 え 、 各 出 力 チ ャ ン ネ ル の 最 大 出 力 に 対 応 し て ス ピ ー カ の イ ン ピ ー ダ ン ス が
設 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 別 の オ ー デ ィ オ 再 生 装 置 は 、 複 数 の 出 力 チ ャ ン ネ ル 毎 に 音 声 増 幅 器
及 び ス ピ ー カ を 備 え る と と も に 少 な く と も １ つ の 出 力 チ ャ ン ネ ル の 最 大 出 力 が 異 な る よ う
に 設 定 さ れ て い る オ ー デ ィ オ 再 生 装 置 に お い て 、 前 記 各 音 声 増 幅 器 に 同 一 の 電 源 電 圧 を 供
給 す る 単 一 の 電 源 回 路 を 備 え 、 出 力 チ ャ ン ネ ル の 最 大 出 力 に 対 応 し て 複 数 の 音 声 増 幅 器 を
１ つ の ス ピ ー カ に 接 続 し て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 さ ら に 、 上 記 の オ ー デ ィ オ 再 生 装 置 に お い て 、 前 記 音 声 増 幅 器 は 、 す べ て 共 通 の 放 熱 板
に 取 り 付 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 の よ う な 構 成 を 有 す る こ と で 、 各 出 力 チ ャ ン ネ ル の 音 声 増 幅 器 に 同 一 の 電 圧 を 供 給
す る よ う に し て 電 源 回 路 を 単 一 化 で き 、 電 源 に 関 す る 回 路 系 全 体 が 単 純 化 さ れ る 。 す な わ
ち 、 従 来 複 数 設 け る 必 要 が あ っ た 電 源 回 路 を １ つ に す る こ と で 部 品 の 削 減 が 図 ら れ 、 さ ら
に 電 源 ト ラ ン ス も 小 さ く で き る た め 、 太 い 巻 線 の も の を 採 用 す る こ と で 、 レ ギ ュ レ ー シ ョ
ン が 向 上 し て 音 質 や 過 渡 応 答 性 が 改 善 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 そ し て 、 同 一 の 電 圧 を 各 音 声 増 幅 器 に 供 給 す る の で 、 １ つ の 基 板 上 に す べ て の 音 声 増 幅
器 を 取 り 付 け る こ と が で き 、 基 板 自 体 も コ ン パ ク ト 化 で き 、 基 板 に 取 り 付 け る 放 熱 構 造 も
１ つ で 済 む 。 し た が っ て 、 回 路 系 全 体 の 構 造 が 単 純 化 で き る た め 、 コ ス ト ダ ウ ン が 図 ら れ
、 生 産 効 率 も 向 上 す る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 ス ピ ー カ の イ ン ピ ー ダ ン ス を 最 大 出 力 に 対 応 し て 設 定 し て い る の で 、 例 え ば 、 ５
． １ Ｃ Ｈ の よ う に ウ ー ハ ー 用 の ス ピ ー カ の 最 大 出 力 を 大 き く 設 定 し た い 場 合 に は 、 他 の ス
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ピ ー カ よ り も 小 さ い イ ン ピ ー ダ ン ス の ス ピ ー カ を 用 い れ ば 、 そ の 分 最 大 出 力 が 大 き く な り
、 ス ピ ー カ の 音 質 も 従 来 通 り 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 出 力 チ ャ ン ネ ル の 最 大 出 力 を 大 き く 設 定 し た い 場 合 に は 、 複 数 の 音 声 増 幅 器 を １ つ の ス
ピ ー カ に 接 続 し て 対 応 す る こ と も で き る 。 す な わ ち 、 同 一 電 圧 が 供 給 さ れ る 複 数 の 音 声 増
幅 器 を 設 け て お き 、 例 え ば 、 あ る 出 力 チ ャ ン ネ ル の ス ピ ー カ に ２ つ の 音 声 増 幅 器 を 接 続 す
れ ば 、 他 の 出 力 チ ャ ン ネ ル に 比 べ て ２ 倍 の 最 大 出 力 に 設 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 な お 、 電 源 回 路 と し て は 、 例 え ば 、 ト ラ ン ス 電 源 回 路 、 ス イ ッ チ ン グ 電 源 回 路 と い っ た
も の が 挙 げ ら れ る が 、 本 発 明 は 、 特 定 の 電 源 回 路 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 、 本 発 明 に 係 る 実 施 形 態 に つ い て 詳 し く 説 明 す る 。 な お 、 以 下 に 説 明 す る 実 施 形 態
は 、 本 発 明 を 実 施 す る に あ た っ て 好 ま し い 具 体 例 で あ る か ら 、 技 術 的 に 種 々 の 限 定 が な さ
れ て い る が 、 本 発 明 は 、 以 下 の 説 明 に お い て 特 に 本 発 明 を 限 定 す る 旨 明 記 さ れ て い な い 限
り 、 こ れ ら の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 実 施 形 態 に 関 す る 全 体 ブ ロ ッ ク 図 を 示 し て い る 。 音 声 信 号 は 、 Ｔ
Ｖ 、 ラ ジ オ 、 Ｖ Ｔ Ｒ 等 か ら 送 信 さ れ る ２ チ ャ ン ネ ル の 信 号 及 び Ｄ Ｖ Ｄ 、 Ｃ Ｄ 等 か ら 送 信 さ
れ る マ ル チ チ ャ ン ネ ル の 信 号 が あ る 。 ２ チ ャ ン ネ ル 信 号 は 、 信 号 切 換 回 路 １ ０ に お い て 制
御 回 路 １ １ の 切 換 制 御 に よ り １ 種 類 の 信 号 が 選 択 さ れ て サ ラ ウ ン ド 処 理 回 路 １ ２ に 入 力 さ
れ る 。 サ ラ ウ ン ド 処 理 回 路 １ ２ に よ り マ ル チ チ ャ ン ネ ル に 対 応 し た 信 号 処 理 が 行 わ れ て 、
ス イ ッ チ 回 路 １ ３ に 入 力 さ れ る 。 ス イ ッ チ 回 路 １ ３ は 、 制 御 回 路 １ １ か ら の 切 換 制 御 信 号
に よ り サ ラ ウ ン ド 処 理 回 路 １ ２ か ら の 音 声 信 号 又 は Ｄ Ｖ Ｄ 等 か ら 入 力 さ れ た 音 声 信 号 を 選
択 し て 音 声 増 幅 器 １ ４ に 出 力 す る 。 音 声 増 幅 器 １ ４ か ら 各 ス ピ ー カ １ ５ ａ ～ １ ５ ｆ に 駆 動
信 号 が 出 力 さ れ て 、 音 声 が 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ２ は 、 音 声 増 幅 器 １ ４ に 電 源 を 供 給 す る 回 路 に 関 す る 回 路 構 成 図 で あ る 。 音 声 増 幅 器
１ ４ は 、 各 出 力 チ ャ ン ネ ル 毎 に 対 応 し て ６ つ の 増 幅 器 １ ４ ａ ～ １ ４ ｆ が 設 け ら れ て お り 、
そ れ ぞ れ ス ピ ー カ １ ５ ａ ～ １ ５ ｆ に 接 続 さ れ て い る 。 ス ピ ー カ １ ５ ａ が 低 音 を 出 力 す る ウ
ー ハ ー 用 の ス ピ ー カ で 、 ス ピ ー カ １ ５ ｂ 、 １ ５ ｃ 及 び １ ５ ｄ が フ ロ ン ト の 中 央 及 び 左 右 の
ス ピ ー カ 、 ス ピ ー カ １ ５ ｅ 及 び １ ５ ｆ が リ ア の 左 右 の ス ピ ー カ で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 交 流 電 源 か ら の 出 力 を １ つ の 電 源 ト ラ ン ス ２ ０ で 変 圧 し て 整 流 回 路 ２ １ で 整 流 し た 電 源
電 圧 Ｖ ccを 各 音 声 増 幅 器 １ ４ ａ ～ １ ４ ｆ に 供 給 す る 。 し た が っ て 、 各 音 声 増 幅 器 １ ４ ａ ～
１ ４ ｆ に は 、 同 一 の 電 圧 が 供 給 さ れ る 。 そ し て 、 ウ ー ハ ー 用 の ス ピ ー カ １ ５ ａ は 、 出 力 チ
ャ ン ネ ル の 最 大 出 力 が 他 の 出 力 チ ャ ン ネ ル よ り も 大 き く す る 必 要 が あ る こ と か ら 、 イ ン ピ
ー ダ ン ス が 低 く 設 定 さ れ て い る 。 ウ ー ハ ー 用 の ス ピ ー カ は 低 音 領 域 の 音 声 を 出 力 す る が 、
低 音 の 出 力 に 対 し て 人 間 の 聴 覚 は 鈍 感 な た め 、 他 の ス ピ ー カ に 比 べ て 最 大 出 力 を 大 き く し
な い と バ ラ ン ス が 悪 く な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 例 え ば 、 音 声 出 力 の 最 大 出 力 Ｐ max、 ス ピ ー カ の イ ン ピ ー ダ ン ス Ｒ 及 び 音 声 増 幅 器 に 供
給 さ れ る 電 源 電 圧 Ｖ ccの 関 係 は 、 以 下 の 式 で 表 さ れ る 。
Ｐ max＝ Ｖ cc２ ／ ８ Ｒ
従 来 例 と し て 、 図 ３ に 示 す 例 に お い て Ｖ １ ＝ ± ３ ７ Ｖ 、 Ｖ ２ ＝ ± ２ ６ Ｖ 、 ウ ー ハ ー ２ ０ １
の イ ン ピ ー ダ ン ス を ８ Ω 、 ス ピ ー カ ３ ０ ５ ～ ３ ０ ９ の イ ン ピ ー ダ ン ス を す べ て ８ Ω と す る
と 、 ウ ー ハ ー ２ ０ １ の 最 大 出 力 は
（ ３ ７ Ｖ × ２ ） ２ ／ （ ８ × ８ Ω ） ＝ ８ ６ Ｗ
で あ り 、 ス ピ ー カ ３ ０ ５ ～ ３ ０ ９ の 最 大 出 力 は 、
（ ２ ６ Ｖ × ２ ） ２ ／ （ ８ × ８ Ω ） ＝ ４ ３ Ｗ
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と な り 、 し た が っ て 、 最 大 出 力 の 合 計 は 、
８ ６ Ｗ ＋ ４ ３ Ｗ × ５ ＝ ３ ０ １ Ｗ
と な る 。 図 ２ の 実 施 形 態 に お い て 従 来 の こ の 最 大 出 力 を 維 持 す る た め に は 、 Ｖ cc＝ ± ２ ６
Ｖ 、 ス ピ ー カ １ ５ ａ の イ ン ピ ー ダ ン ス を ４ Ω 、 ス ピ ー カ １ ５ ｂ ～ １ ５ ｆ の イ ン ピ ー ダ ン ス
を す べ て ８ Ω と す る と 、
ス ピ ー カ １ ５ ａ の 最 大 出 力 は
（ ２ ６ Ｖ × ２ ） ２ ／ （ ８ × ４ Ω ） ＝ ８ ５ Ｗ
で あ り 、 ス ピ ー カ ３ ０ ５ ～ ３ ０ ９ の 最 大 出 力 は 、
（ ２ ６ Ｖ × ２ ） ２ ／ （ ８ × ８ Ω ） ＝ ４ ３ Ｗ
と な り 、 し た が っ て 、 最 大 出 力 の 合 計 は 、
８ ５ Ｗ ＋ ４ ３ Ｗ × ５ ＝ ３ ０ ０ Ｗ
と な る 。 し た が っ て 、 従 来 の 各 出 力 チ ャ ン ネ ル を ほ ぼ そ の ま ま 維 持 で き る よ う に 設 定 で き
る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ３ に は 、 以 上 説 明 し た 実 施 形 態 の 変 形 例 を 示 す 。 こ の 場 合 は 、 音 声 増 幅 器 と し て ７ つ
の 音 声 増 幅 器 １ ４ ａ ～ １ ４ ｇ を 設 け て い る 。 そ し て 、 ウ ー ハ ー 用 の ス ピ ー カ １ ５ ａ に は 、
音 声 増 幅 器 １ ４ ａ 及 び １ ４ ｂ が 接 続 さ れ て お り 、 ス ピ ー カ １ ５ ｂ ～ １ ５ ｆ に は 、 そ れ ぞ れ
音 声 増 幅 器 １ ４ ｃ ～ １ ４ ｇ が １ つ ず つ 接 続 さ れ て い る 。 そ し て 、 音 声 増 幅 器 １ ４ ａ ～ １ ４
ｇ は 、 単 一 の 電 源 回 路 よ り 電 圧 Ｖ ccが 供 給 さ れ る 。 ウ ー ハ ー 用 ス ピ ー カ １ ５ ａ に は 、 ２ つ
の 音 声 増 幅 器 １ ４ ａ 及 び １ ４ ｂ か ら 入 力 さ れ る た め 、 他 の ス ピ ー カ よ り も 大 き な 最 大 出 力
に 設 定 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 上 述 し た 実 施 形 態 と 同 様 に 電 源 回 路 の 簡 略 化 等 の
効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 上 の よ う に 、 各 音 声 増 幅 器 は 、 同 一 の 電 源 電 圧 が 供 給 さ れ る た め 、 同 一 の 基 板 上 に 設
置 さ れ る 。 そ し て 、 そ の 基 板 に す べ て の 音 声 増 幅 器 の 放 熱 を 行 う 共 通 の 放 熱 板 を 取 り 付 け
れ ば よ い 。 し た が っ て 、 異 な る 電 圧 が 供 給 さ れ る 場 合 に 設 け な け れ ば な ら な い 絶 縁 シ ー ト
と い っ た 絶 縁 構 造 が 不 要 と な る 。 そ し て 、 電 源 回 路 も １ つ で 済 み 、 ま た 放 熱 板 も 共 通 化 で
き る た め 、 部 品 点 数 の 削 減 、 基 板 面 積 の 縮 小 と い っ た コ ン パ ク ト 化 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 な お 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 電 源 回 路 と し て ト ラ ン ス 電 源 を 例 に 説 明 し た が 、 ス イ ッ チ ン
グ 電 源 に つ い て も 同 様 に 用 い る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 実 施 形 態 に 関 す る ブ ロ ッ ク 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る 実 施 形 態 の 電 源 回 路 に 関 す る 回 路 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 る 実 施 形 態 の 変 形 例 を 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 例 に 関 す る 電 源 回 路 に 関 す る 回 路 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
10　 　 信 号 切 換 回 路
11　 　 制 御 回 路
12　 　 サ ラ ウ ン ド 処 理 回 路
13　 　 ス イ ッ チ 回 路
14　 　 音 声 増 幅 器
15　 　 ス ピ ー カ

10

20

30

40

(5) JP 2005-123747 A 2005.5.12



【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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